
・外来一日平均患者数：６３０人

・入院一日平均患者数：２７０人 

・組合員利用率：５６．０%（前月比＋2.5％）
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み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
月

は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
検
査
に
つ
い
て

書
い
て
み
ま
す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

を
疑
っ
た
時
、
病
院
で
は
採
血
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
採
血
で
は
、
血
液
の
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
食
物
に
対

す
るIgE

（
あ
い
じ
ー
い
ー
）
と
い
う
抗
体
を
測
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
こ
の
値
が
高
い
と
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
り

ま
す
」
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
注
意
し
て
ほ
し
い
の
は
、
こ
の
値
は
あ
く
ま
で

参
考
、
と
い
う
点
で
す
。IgE

が
高
く
て
も
普
通
に
食
べ

ら
れ
る
人
も
い
ま
す
し
、
値
が
低
く
て
も
食
べ
て
症
状
が

出
る
人
も
い
ま
す
。
な
の
で
、
本
当
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
血
液
検
査
だ
け
で
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
逆
に
言
う
と
、
食
べ
て
症
状
が
出
る
こ
と
が
明
ら
か

な
ら
、
血
液
検
査
は
い
ら
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
す
。
大

人
に
多
い
エ
ビ
・
カ
ニ
ア
レ
ル
ギ
ー
は
血
液
検
査
が
あ
ま
り

あ
て
に
な
ら
な
い
の
で
、
食
べ
て
症
状
が
出
る
よ
う
な
ら
食

事
か
ら
エ
ビ
を
避
け
て
い
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
、
こ
ど
も
に
多
い
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
卵
、
牛
乳
、

小
麦
の
順
番
、
と
書
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
のIgE

は
高
い

ほ
ど
症
状
が
出
る
可
能
性
が
高
く
、
低
く
て
も
症
状
が

出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。「
じ
ゃ
あ
ど
う
や
って
判
断
し

た
ら
い
い
の
？
」
と
疑
問
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
結
局
、

食
べ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
の
で
食
べ
て
み
ま
し
ょ
う
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
こ
で
食
べ
て
み
る
か
で
す
が
、

重
い
症
状
の
出
る
可
能
性
が
あ
る
人
が
自
宅
で
食
べ
て
み

る
の
は
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
自
宅
で
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

（
ひ
ど
い
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
）
が
起
こ
っ
た
時
、
治
療
が
遅

れ
れ
ば
命
に
係
わ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、

病
院
で
食
べ
て
み
る
「
食
物
負
荷
試
験
」
が
安
全
、
安
心

で
す
。
当
院
で
は
よ
り
安
全
性
を
重
視
し
て
入
院
で
の
負

荷
試
験
を
行
って
い
ま
す
。

　

人
は
、
食
べ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
食
べ

物
に
制
限
が
あ
る
と
、
予
想
以
上
に
日
常
生
活
に
不
自

由
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
ど
も
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
は
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
成
長

に
伴
っ
て
正
し
い
診
断
が
必
要
で
す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に

関
し
て
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

小
児
科　

尾
辻
健
太

画：内科医  上原和博

食物アレルギー④

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
検
査

　救急救命士は、救急の現場や救急車内において、心肺停止
患者の蘇生処置をはじめ、傷病者の救急救命処置を行っており、
皆様の住まわれる地域の救急活動において重要な役割を担ってお
ります。しかし、その技術の維持・向上には、病院等において指
導医の指導・監督の下に定期的な実習が必要です。
　当院におきましても、地域の救急活動の維持・向上に少しでも
お役に立ちたいと考え、県内の消防署に配属されている救急救命
士の実習を行っています。
　救急救命士の病院実習について ご理解とご協力をお願い申し
上げます。

救急センター　名護宏泰

　12 月 5 日より救急救命士の特定行為である気管挿管の手技を
学ぶため沖縄協同病院で実習を行っています。
　全身麻酔により手術を受けられる患者様のご協力を頂きながら先
生方、看護師等のご指導のもと気管挿管の技術をしっかりと学び、
現場で生かしていければと思います。又、患者様、ご家族の理
解を得ることの難しさを実感しながらの実習ではありますが、実習
終了後は、地域住民に気管挿管の手技が生かせる様に実習期
間中、頑張ってまいりますので、これからもご指導宜しくお願いします。

島尻消防　清掃組合消防本部
救急救命士　池間尚弘

当院の取り組み紹介

地域救急救命士の
病院実習

研修医

永村  良二

　はいさい！沖縄協同病院研修医2年
目の永村良二です。
　12月11日に開催された沖縄県医学
会において、ポスターセッションの発表
をしてまいりました。そこで沖縄県医師
会医学会賞・研修医部門にて、最優
秀賞を受賞するこ
とができました。この
ような大変栄誉ある

賞を受賞できたことはとてもうれしく思っ
ています。それもすべて、指導医の先生
方のおかげです。本当にありがとうござ
いました。
　今回は、脾臓摘出後に肺炎球菌など
の細菌に感染し、髄膜炎などの重症感
染症にかかった一例について発表しま
した。今回発表した事例での死亡率は
50～75％と高く、発症後数時間～数日
で死に至る事もあります。脾臓摘出され
た方は是非、肺炎球菌ワクチンの接種
をすることをお勧めします！

琉球新報（2011.12.30）

指導医からのお祝いのメッセージ

沖縄県医師会医学会賞

　
患
皆
り

年

学
表
師
優

最優秀賞

受賞

　２年目研修医の永村先生が、今年初めて設けられた沖縄県医師会医学会の研修
医部門最優秀賞を受賞しました。
　脾臓を摘出して何年もたって細菌性髄膜炎を発症した「脾臓摘出後重症感染症
の一例」を報告しました。日常の臨床の中から貴重な症例を抽出し、教訓を引き出
し、課題を明確にし、堂々と発表しました。一例一例の症例を大切にし、深く掘り下
げることの大切さをあらためて示してくれました。病院にとっても大きな名誉で
あり、病院全体の励みになっています。
自分達の医療に自信をもちつつ、謙虚さを忘れずに日常の医療活動に邁進してい
きたいと気持ちを新たにしました。

研修委員長　嵩原安彦

永村先生、研修医最優秀賞受賞　おめでとう！

2012 年２月 1日（火）　毎月 1日発行 沖縄協同病院・病院広報 第 125号

はい いさはい いさはい いさ
《沖縄協同病院の理念》
○患者様に信頼され､質の高い安
　全･安心な医療をめざします。

○人権を尊重し､納得のいく説明
　と同意､情報開示を提供します。

○地域と連携し､総合的な医療･福
　祉･介護の提供に努めます。

沖縄協同病院･病院広報委員会

那覇市古波蔵4丁目10番55号

TEL.(098)853-1200

FAX.(098)853-1212

http//oki -kyo.jp

発行責任者　仲程正哲

◎「はいさい」は沖縄協同病院のホームページ［組合員のスリードゥクル（広場）］欄に掲載しています。
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◎「はいさい」は沖縄協同病院のホームページ［組合員のスリードゥクル（広場）］欄に掲載しています。

おきなわの

自然　

タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ

　
今
年
は
「
辰
年
」
で
あ
る
。
十
二
支
の

中
で
辰
（
龍
）
だ
け
が
、
架
空
の
動
物
で

あ
る
。そ
の
た
め
、代
わ
り
に
タ
ツ
ノ
オ

ト
シ
ゴ
が
も
て
は
や
さ
れ
る
。
タ
ツ
ノ

オ
ト
シ
ゴ
は
見
る
か
ら
に
龍
の
姿
を
し

て
い
て
、
大
き
い
種
類
で
も3

0

㎝
に
し

か
な
ら
な
い
の
で
オ
ト
シ
ゴ
の
名
の
通
り
で
あ
る
。し
か
し
、

顔
か
ら
首
に
か
け
て
は
馬
に
そ
っ
く
り
で
あ
る
た
め
、英
名

を
シ
ー
ホ
ー
ス
、日
本
で
も
別
名
を
海
馬（
ウ
ミ
ウ
マ
）と
い

う
。海
馬
と
言
え
ば
、人
間
の
体
に
も
あ
る
。大
脳
の
記
憶
中

枢
を
司
る「
海
馬
」（
カ
イ
バ
）で
あ
る
。こ
れ
は
、そ
の
場
所
が
、

タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
の
形
に
似
て
い
る
た
め
に
名
付
け
ら
れ
た

と
い
う
。

　
10
年
以
上
も
前
、瀬
長
ビ
ー
チ
の
腰
位
の
深
さ
の
所
に
ト

ウ
ア
カ
ク
マ
ノ
ミ
と
い
う
珍
し
い
ク
マ
ノ
ミ
一
家
が
住
ん
で

い
て
、よ
く
そ
の
写
真
を
撮
り
に
行
っ
た
。そ
の
時
に
、そ
の

周
囲
の
海
草
に
尻
尾
を
巻
き
つ
け
て
波
に
身
を
委
ね
て
い
る

数
匹
の
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
を
よ
く
見
か
け
た
。最
初
に
発
見

し
た
時
は「
こ
ん
な
所
に
」と
思
っ
て
び
っ
く
り
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、オ
ス
が

子
ど
も
を
産
ん
で
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。正
確
に
は
メ
ス
が

オ
ス
の
育
児
嚢
に
産
卵
し
、そ
こ
で
受
精
し
て
稚
魚（
タ
ツ
ノ

オ
ト
シ
ゴ
は
魚
類
）に
な
る
ま
で
オ
ス
が
育
児
嚢
で
育
て
る

の
で
あ
る
。

　
台
湾
や
中
国
の
漢
方
薬
店
で
は
干
物
に
な
っ
た
タ
ツ
ノ
オ

ト
シ
ゴ
を
よ
く
見
か
け
る
。滋
養
強
壮
等
に
効
果
が
あ
る
よ

う
だ
が
、そ
の
た
め
に
乱
獲
さ
れ
て
、絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
種
も
あ
る
。

　
さ
て
、政
府
は
普
天
間
問
題
で「
誠
心
誠
意
」「
踏
ま
れ
て
も

蹴
ら
れ
て
も
」
県
民
と
向
き
合
っ
て
い
く
と
言
い
な
が
ら
、

「
評
価
書
」
を
郵
送
で
、
し
か

も
朝
の
４
時
と
い
う
時
間

に
県
庁
に
搬
入
し
た
。「
そ

こ
ま
で
堕
ち
て
い
る
の
か
」

と
情
け
な
く
な
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
県
民
の
「
海
馬
」
に

ず
っ
と
刻
み
込
ま
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
県
民

は
「
ネ
バ
ー
　
ネ
バ
ー
　
ネ

バ
ー
　
ギ
ブ
ア
ッ
プ
」
だ
と

言
葉
を
返
し
た
い
。

と
よ
み
生
協
病
院
　
事
務
課
長

金
城
稲
子

　患者様にとっては、毎日の食事は楽しみの一つであり、当院
では、入院中も季節を感じられるように、毎月行事食をお出し
しています。
　正月料理、ムーチー、ふちゃぎ、あまがし等旧暦の沖縄の行
事食は、高齢者にとっても、なつかしく喜ばれています。
　また、クリスマスには調理師がサンタクロースに扮して患者
様1人1人にケーキとコーヒーのワゴンサービスを行っており、

毎年好評の恒例行事の
一つとなっています。
　行事食に限らず、栄
養管理室では日頃から
入院患者様に満足して
いただける食事を提供
できるよう努力してい
ますので今後ともよろ
しくお願いします。
栄養管理室　平原貴久乃

21

季節の料理について季節の料理について季節の料理について季節の料理について季節の料理について病院給食

節分の豆と恵方巻き

原國さんの 編集後記
　はいさいは、今月125号となり、再刊されていつ

の間にか10年が経ちました。当初は白黒の手作りで

したが、念願のカラー印刷になり、現在は約7,500

部が院内をはじめ地域に配布されています。私は再

刊から関わってきた一人ですが、今月定年退職になりました。今はい

さいを見ると、この間の病院の動きとその時々の情勢がわかり、私に

とっても、1号1号が思い出につながります。できればもっと患者様や

組合員さんの声が欲しいと思っています。これからもよろしくお願い

します。そして長い間ありがとうございました。

総合案内　原國まゆみ

虹の箱より虹の箱より

虹の箱とは患者さまの声を医療活動
に反映させていくための投書箱です。

ご意見･ご要望

　駐車場の横断歩道の近くにもう１つライトをつけて明るくして貰い

たい、入ってくる車は歩行者（横断者）がいるのにスピードを落とさ

ずくるのでこわいです。

　大変ご不便をおかけします。構内の横断歩道を照らすライトについ

て院内で確認し検討しました。ご指摘の通り、横断歩道付近は明るさ

が足りないようでしたので、照明の種類をスポット式のライトへ変更

しました。また、複数で照らせるよう現在準備中です。

　安全面へのご指摘、大変ありがとうございました。

施設課長　上原信行

ご返事

乃乃

は

安

漫湖さくらまつり
と　き：2012年２月11日（土）～12日（日）
ところ：漫湖公園古波蔵側中央噴水広場
主　催：漫湖さくらまつり実行委員会
沖縄協同病院も実行委員として参加。

第７回

場
カラオケ大会、エイサー、舞踊など楽しい企画満載！お誘い合せの上、
ぜひ起こし下さい。

千葉千葉県からのお手紙からのお手紙千葉県からのお手紙
　はるばる千葉県より「はいさい」へのお便りがありました、割
愛して紹介させていただきます。

沖縄協同病院・病院広報委員会様

　突然のお便り失礼いたします。2011年12月1日発行の二
面に掲載されている『おきなわの自然⑲「がじゅまる①」』
に、書かれている文章ですが、大変懐かしく読ませていた
だきました。このお便りは、12月11～12日にかけて開催さ
れた「（全日本民医連共同組織）全国連絡会議」のときに頂
いた「はいさい」に記載されたものです。
　懐かしいと申しますのは、「（私は）生まれも育ちも台湾
なのです」。
（割愛）
　近くの公園に沢山の「がじゅまる」の木があり、いつも木
に登っては母に叱られたことを思い出しました。幼い頃の
思い出です。「がじゅまる」は内地では「百日紅」に似た木だ
とおもいます。金城さんが言われているように、よく「しな
る木」です。鬼ごっこの時、「木の股」に足が挟まれ抜けなく
なり大変痛い思いをし、それ以来登らなくなりました。と
てもお転婆さんでした。
（割愛）
　沖縄は千葉より暖かいでしょうが、お体に気を付けてく
ださい。

千葉県在住　女性

◎「はいさい」についてご意見・ご要望をお寄せ下さい。


